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は じ め に 

 

この統計書は、行田市内の消防現勢を集録したもので、消防事情を広く一般に紹介す

るとともに将来の参考に資するため編集したものです。 

なお、この統計は令和５年４月１日現在をもって作成し、災害発生統計事項等について

は暦年により、その他の業務関係等については会計年度をもって収録いたしましたことを

申し添えます。 

 

 

   令和５年９月 

 

 

 

                     行 田 市 消 防 本 部 

® 行田市 



行 田 市 民 憲 章 
(昭和５０年１１月３日制定) 

 

自然を生かし 美しいまちをつくります 

郷土を愛し 文化のまちをつくります 

仕事に誇りをもち 豊かなまちをつくります 

思いやりの心で 住みよいまちをつくります 

きまりを守り 明るいまちをつくります 

 

 

   

       市の木「イチョウ」          市の花「キク」           市の花「古代蓮」 

 

  昭和49年に、市制施行25周年を記念し、市内に自生しあるいは栽培されている木及び花のうちから、

市民投票により、「イチョウ」を市の木に、「キク」を市の花に指定しました。また、平成21年には、市制施

行60周年を記念して、市民アンケート調査等を基に、「古代蓮」を市の花に追加指定しました。 

わたくしたちは 埼玉県名発祥の地恵まれた自然と 

輝かしい歴史を持つ行田の市民であることに 

誇りと責任を感じます 

わたくしたちは みんなのしあわせを願って 

さらに明るく豊かな住みよい郷土をつくることを誓い  

この憲章を定めます 
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行 田 市 と い う と こ ろ 
 

私たちのまち「行田市」は、昭和２４年５月３日、県下６番目の市として誕生しました。 

行田の地名のいわれは、１２２０年代に現在の内行田あたりの湿田を田（業田）として、そこ

に行田兵衛尉が館をつくり、行田本宿といったのが初めといわれています。 

行田市は関東平野の中ほどに位置し、北は利根川を境として群馬県に接し、南端には荒

川を擁し、自然の清流に囲まれた肥沃な大地と輝かしい歴史を持つ緑豊かな文化都市です。 

市では、「いにしえと未来を紡ぐ 誇れるまち ぎょうだ」を将来都市像に掲げ、変化の激し

い時代においても基礎自治体としての役割をしっかり果たせるよう、市民の目線に立った

様々な施策を位置づけています。 

 

  基本目標 1．いきいきと暮らし共に支え合うまちをつくる 

  基本目標２．未来をひらく人材をはぐくむまちをつくる 

  基本目標３．安全で安心に暮らせるまちをつくる 

  基本目標４．快適な住環境が整ったまちをつくる 

  基本目標５．個性ある魅力を高めるまちをつくる 

 

埼玉県名発祥の地であり、風土記の丘として整備されている国指定史跡の「埼玉古墳群」

をはじめ、市内には数多くの古墳が残されています。 

昭和５３年には、埼玉古墳群中のひとつである稲荷山古墳から出土した鉄剣から１１５の金

錯文字が発見され、古代史の謎を解く手掛かりとして一躍脚光を浴びました。 

また、中世に入って成田顕泰により築かれた忍城は、難攻不落を誇る城として長く関東七

名城のひとつに数えられました。行田市は忍城とともに栄え、その後も「足袋の行田」として全

国にその名をはせました。 

しかし、戦後の服装文化の変遷により市内の基幹産業も足袋から被服・靴下の生産に主力

が移り、工業団地の造成や国鉄行田駅（現ＪＲ行田駅）の開設により都市化が急速に進み、

文化都市へと大きい飛躍と躍進を続けています。 

近年では、日本遺産認定や伝統的工芸品への指定、製造用具等の重要有形民俗文化財

への指定など、足袋産業の歴史や技術が見直されています。埼玉古墳群も県内初の特別史

跡に指定されるなど、古代から現代までの歴史や文化に注目が集まっています。 
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行 田 市 消 防 の あ ゆ み 
年 月 概 要 主 な 出 来 事 

昭和２５年 

     ４月 

 

     ７月 

 

昭和２６年 

    １１月 

昭和２８年 

    １２月 

 

昭和２９年 

     １月 

     ３月 

 

     ７月 

 

昭和３０年 

     ７月 

     ９月 

 

昭和３１年 

     ２月 

 

     ４月 

 

    １１月 

 

昭和３２年 

     ３月 

     ４月 

昭和３３年 

     ４月 

    １０月 

 

昭和３４年 

     ２月 

昭和３６年 

     １月 

昭和３７年 

     ９月 

 

    １０月 

 

消防本部設置 

 

消防団条例制定 

消防団長就任 

 

消防団長就任 

 

消防署車両 

 

 

消防署設置 

消防団の編成 

 

団員定数の改正 

 

 

消防団の編成 

  〃 

 

 

消防長就任 

消防団長就任 

消防団の編成 

 

協力団体設置 

消防団車両 

 

消防団の編成 

消防団車両 

 

消防団の再編成 

職員定数の改正 

消防署車両 

 

消防表彰受章 

 

職員定数の改正 

 

消防団車両 

 

職員の増員 

 

行田市消防本部を大字忍１９８番地に設置し初代消防長に岡村正男氏就任、職員

消防長以下４名 

行田市消防団条例(条例第１６号)を制定し、団員２２０名 

初代消防団長に井桁幸造氏 

 

第２代消防団長に柳瀬福太郎氏 

 

水槽付消防ポンプ自動車（いすゞＴＸ８０型Ａ２級２，５００ℓ）を購入し、消防本部に

配備 

 

行田市消防署を消防本部内に設置し、職員１２名 

荒木、須加、北河原村が行田市に合併し、荒木の消防団を第７分団、須加の消防

団を第８分団、北河原の消防団を第９分団と命名 

埼玉村が行田市に合併し、消防団を第１０分団と命名 

消防団員の定数を５８４名 

 

星宮村が行田市に合併し、消防団を第１１分団と命名 

太井村大字棚田及び大字門井の区域が行田市に合併し、この区域の消防団を第

１２分団と命名 

 

第２代消防長に菅波義造氏（兼消防署長） 

第３代消防団長に清水貞一氏 

吹上町大字下忍、大字堤根及び大字樋上の区域が行田市に合併し、この区域の

消防団を第１３分団と命名 

行田市危険物安全協会が発足 

消防ポンプ自動車（いすゞＴＸ２３１Ａ２級）を購入し、第２分団（佐間地区）に配備 

 

太田村が行田市に合併し、消防団を第１４分団と命名 

消防ポンプ自動車（いすゞＴＸ２３１Ａ２級）を購入し、第３分団（忍地区）に配備 

 

消防団の改組改編を行い、団員定数を３００名、水防員の定数を１９５名 

消防職員の定数を改正し、２２名に増員 

消防ポンプ自動車（ウィリスジープＢＨＢ１級）を購入し、消防署に配備 

 

優良消防団として日本消防協会長から表彰、表彰旗を授与 

 

職員定数を改正し、２７名に増員 

 

消防ポンプ自動車（三菱・ジュピターＴ１１Ｇ１級）を購入し、第４分団(持田地区)に

配備 

消防職員３１名 
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    １１月 

 

昭和３８年 

     ４月 

     ６月 

 

     ７月 

    １０月 

 

昭和３９年 

     １月 

 

     ７月 

 

     ９月 

 

昭和４０年 

     １月 

 

     ３月 

     ８月 

    １１月 

昭和４１年 

     ９月 

 

 

昭和４２年 

     ２月 

 

    １０月 

 

 

 

 

昭和４３年 

    １１月 

昭和４４年 

     ２月 

     ５月 

    １２月 

昭和４５年 

     １月 

     ３月 

     ８月 

 

     ９月 

消防団車両 

 

 

消防署庁舎の移転 

消防長就任 

職員の増員 

救急業務 

消防団車両 

 

 

消防団車両 

 

   〃 

 

   〃 

 

 

消防団車両 

   〃 

消防表彰受章 

救急車両 

職員の増員 

 

消防団車両 

 

 

 

消防団車両 

 

   〃 

 

   〃 

 

消防署車両 

 

消防長就任 

 

消防署車両 

消防長就任 

消防団車両 

 

消防団庁舎 

   〃 

消防操法大会 

 

消防団器具置場 

三輪自動車ポンプを購入し、第７分団（荒木地区）及び第９分団（北河原地区）に配

備 

 

消防庁舎（消防本部・署）を大字長野３７５５番地に移転・新築し、業務を開始 

第３代消防長に吉羽光男氏 

消防職員３４名 

行田市救急業務に関する規則及び施行細則を制定し、救急業務を開始 

消防ポンプ自動車(三菱・ジュピターＴ１１ＧＡＦ１級)を購入し、第６分団（長野地区）

に配備 

 

消防ポンプ自動車（ニッサン・ジュニアＦ４０Ｂ１級）を購入し、第８分団（須加地区）

に配備 

消防ポンプ自動車（ニッサン・ジュニアＦ４０Ｂ１級）を購入し、第１４分団第１部（下

須戸地区）に配備 

消防ポンプ自動車（ニッサン・ジュニアＦ４０Ｂ１級）を購入し、第１０分団第１部（埼

玉地区）に配備 

 

消防ポンプ自動車（ニッサンＦＳ６８０Ａ２級）を購入し、第１分団（行田地区）に配備 

消防ポンプ自動車（ニッサン・ジュニアＦ４０Ｂ１級）を購入し、団本部消防隊に配備 

消防力の拡充強化について優秀と認められ、消防庁長官から表彰旗を授与 

救急自動車（トヨタＦＳ４５Ｖ）を購入し、消防署に配備 

消防職員３６名 

 

可搬式小型動力ポンプ積載車（ダットサン・キャブライトＧＡ２２１、トーハツＢ２級４

５ＨＰ）各２台を購入し、第１０分団３部（野地区）及び第１４分団３部（真名板地区）

に配備 

 

可搬式小型動力ポンプ積載車（ダットサン・キャブライトＧＡ２２１、トーハツＢ２級４

５ＨＰ）を購入し、第１０分団２部（渡柳地区）に配備 

可搬式小型動力ポンプ積載車（ダットサン・キャブライトＧＡ２２１、トーハツＢ２級４

５ＨＰ）各２台を購入し、第１３分団（下忍地区）に配備 

消防ポンプ自動車（ニッサン・ジュニアＦ４１Ｂ１級）を購入し、第７分団（荒木地区）

に配備  

指令車（ダットサン・ブルーバード）を利根産業㈱から寄贈され、消防本部に配備 

 

消防長事務取扱として行田市助役小林三郎氏 

 

化学消防ポンプ自動車（ニッサンＦＳ６８１）を購入し、消防署に配備 

第４代消防長に山口治郎氏 

消防ポンプ自動車（ニッサンＦＲ４０）を購入し、第５分団（谷郷地区）に配備 

 

第３分団庁舎を本丸１番１号に建設 

第１分団庁舎を行田４７番地に建設 

第６回埼玉県消防操法大会が上尾運動公園において開催され、第３分団が代表出

場 

第１４分団第２部（若小玉地区）の器具置場を藤原町２丁目２６番地３に建設 
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    １２月 

昭和４６年 

     ３月 

 

     ４月 

    １２月 

 

昭和４７年 

     ２月 

     ４月 

 

 

     ５月 

 

 

     ６月 

 

     ９月 

    １０月 

 

    １２月 

昭和４８年 

     １月 

     ７月 

     ９月 

 

 

    １２月 

 

昭和４９年 

     ６月 

     ７月 

 

    １０月 

    １２月 

 

昭和５０年 

     ３月 

     ４月 

 

 

     ５月 

 

    １０月 

消防団車両 

 

職員の増員 

 

消防署車両 

 

消防署庁舎 

消防団車両 

消防団庁舎 

 

消防団器具置場 

救急車両 

消防団の再編成 

 

消防団車両 

消防署車両 

 

   〃 

 

消防団庁舎 

消防署車両 

 

消防団庁舎 

 

職員の増員 

消防団長就任 

消防団庁舎 

   〃 

消防署車両 

   〃 

 

 

消防署庁舎 

   〃 

職員の増員 

消防団庁舎 

消防団車両 

 

 

消防団庁舎 

消防団車両 

 

職員の増員 

消防署車両 

 

消防団車両 

消防ポンプ自動車（ニッサン・ジュニアＦ４１Ｂ１級）を購入し、第１４分団第２部（若

小玉地区）に配備 

消防職員４２名 

 

水槽付消防ポンプ自動車（いすゞＴＸＧ２０Ａ１級、２，５００ℓ）を購入し、消防署に配

備 

消防署西分署庁舎を大字持田６１０７番地に建設、業務を開始 

消防ポンプ自動車（ニッサンＦ４０型Ｂ１級）を購入し、第１１分団（星宮地区）に配備 

第２分団庁舎を佐間１丁目１０番４号に建設 

 

第１２分団器具置場を大字棚田１３５４－１番地に建設 

救急車（ニッサン・エコーマイクロ改造型３Ｂ）を購入し、本署に配備 

行田市消防団の改組・改編を行い、団本部機動消防隊、中央消防隊、東・西・南・北

部方面消防隊とし、１本部・１１ヶ分団、定員を２４４名、水防員を１４０名 

警備車（ニッサン・キャブオールＬ２４０改）を購入し、団本部第１警備隊に配備 

水槽付消防ポンプ自動車（いすゞＴＸＧ１０型改Ａ１級１，６００ℓ）を日本損害保険協

会から寄贈され、西分署に配備 

指令車（ニッサン・ローレルＣ３０改）を行田市消防協力会及び行田市危険物安全

協会から寄贈され、消防署本署に配備 

北部第８分団庁舎を大字荒木２０９２番地に建設 

消防ポンプ自動車（ニッサン・パトロールＦＨ６０型Ａ２級ＢＤ１）を購入し、消防署本

署に配備 

北部第１０分団庁舎を大字北河原１５３６番地に建設 

 

消防職員５２名 

第４代消防団長に鈴木金治郎氏 

北部第９分団庁舎を大字須加４６２１番地に建設 

東部第１１分団庁舎を大字真名板１２６０番地に建設 

消防ポンプ自動車（ＢＤ－Ⅱ型）を購入し、消防署西分署に配備 

水槽付消防ポンプ自動車（ニッサンＦＳ７８０型Ａ２級１，５００ℓ）を購入し、消防署南

分署用として配備 

 

消防署南分署庁舎を大字埼玉４６６４番地に建設し、業務を開始 

南分署敷地内に救助訓練塔を建設 

消防職員５３名 

団本部庁舎を本丸１番１号に建設 

消防ポンプ自動車（ニッサンＦＳ７８０型Ａ２級）を購入し、機動第１分団（長野地区）

に配備 

 

西部警備隊庁舎を城西４丁目３番４号に建設 

小型動力ポンプ付積載車（ダットサン・キャブライトＢ２級トーハツ）を購入し、北部

警備隊に配備 

消防職員５４名 

２Ｂ型救急車（ニッサン・キャラバン）を日本船舶協会から寄贈され、消防署南分署

に配備 

消防ポンプ自動車（ニッサンＦＨＮ６０型Ａ２級ＢＤ１）を購入し、南部第６分団（下忍
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    １２月 

 

昭和５１年 

     ５月 

 

    １０月 

    １１月 

    １２月 

昭和５２年 

     ４月 

昭和５３年 

     １月 

     ５月 

     ９月 

 

 

 

 

 

    １０月 

 

    １１月 

    １２月 

昭和５４年 

     ２月 

     ７月 

    １１月 

 

    １２月 

 

昭和５５年 

     ２月 

     ３月 

 

    １２月 

 

昭和５６年 

     ２月 

     ９月 

    １０月 

    １１月 

 

昭和５７年 

     １月 

     ３月 

 

消防団車両 

消防署車両 

 

救急車両 

 

消防団車両 

   〃 

消防団庁舎 

 

職員の増員 

 

消防署車両 

消防団庁舎 

   〃 

   〃 

消防団車両 

 

消防署車両 

 

消防団車両 

 

職員の増員 

消防団庁舎 

 

街角消火器 

消防長就任 

消防団車両 

 

   〃 

 

 

街角消火器 

式典 

 

消防団車両 

   〃 

 

街角消火器 

職員の増員 

街角消火器 

消防団車両 

消防署車両 

 

式典 

職員の増員 

地区）に配備 

指令車（ダットサン・ブルーバード）を松本正俊氏から寄贈され、団本部に配備 

はしご付消防ポンプ自動車（３２ｍ級）を購入し、消防署本署に配備 

 

２Ｂ型救急車（ニッサン・キャラバン）を住友生命相互保険会社から寄贈され、消防

署西分署に配備 

消防ポンプ自動車（ニッサン・パトロールＦＨＮ）を購入し、北部第10分団に配備 

可搬動力ポンプ（シバウラ３Ｂ級）を購入し、西部警備隊（持田地区）に配備 

団本部第２警備隊庁舎を中央１１番６号に建設 

 

消防職員６０名 

 

指令２号車（ニッサン・スカイライン）を小林清春氏から寄贈され、消防本部に配備 

機動第１分団庁舎を桜町３丁目７番３６号に建設 

東部警備隊庁舎を大字下須戸２５４９番地に建設 

南部第７分団庁舎を大字野８９４番地に建設 

小型動力ポンプ付積載車（トヨタＨ－ＲＨシバウラＢ３級）を購入し、北部警備隊（斎

条地区）に配備 

消防ポンプ自動車（ニッサン・パトロールＢＤ－Ⅰ型）を購入し、消防署南分署に配

備 

消防ポンプ自動車（いすゞＴＸＤ１、ＢＤⅡ型）を購入し、中央第２分団（佐間地区）に

配備 

消防職員６３名 

西部第４分団庁舎を大字皿尾４００番地に建設 

 

街角消火器（粉末１０型）を市街地区域内に１４０本設置 

第５代消防長に満井公夫氏 

消防ポンプ自動車（ニッサンＦＨ６０型ＢＤ－Ⅰ）を購入し、南部第７分団（埼玉地

区）に配備 

小型動力ポンプ付積載車（ニッサン・キャブスター）２台を購入し、それぞれ南部警

備隊（埼玉地区）及び西部警備隊（持田地区）に配備 

 

街角消火器（粉末１０型）を市街地区域内に２００本増設 

消防本部発足３０周年を記念し、水城公園及び中央公民館において「消防祭」を実

施 

消防ポンプ自動車（ＣＤ－Ⅰ型）を購入し、中央１分団（行田地区）に配備 

消防ポンプ自動車（ＢＤ－Ⅰ型）を購入し、北部第９分団（須加地区）に配備 

 

街角消火器（粉末１０型）を市街地及び密集地区域内に１００本増設 

消防職員６８名 

街角消火器（粉末１０型）を市街地及び密集地区域内に１００本増設 

消防ポンプ自動車（ＢＤ－Ⅰ型）を購入し、西部第５分団（太井地区）に配備 

消防ポンプ自動車（ＢＤ－Ⅰ型）を購入し、消防署北分署として配備 

 

昭和４年から運用してきた「時警塔」の解体に伴い、記念式典を実施 

消防職員７２名 
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     ４月 

    １０月 

    １２月 

昭和５８年 

     ６月 

    １０月 

昭和５９年 

     ３月 

 

 

     ６月 

    １０月 

昭和６０年 

     ３月 

 

     ４月 

    １０月 

    １１月 

 

昭和６１年 

     ４月 

     ９月 

 

    １０月 

 

    １１月 

 

    １２月 

昭和６２年 

     ３月 

 

 

     ４月 

     ９月 

 

昭和６３年 

     ３月 

 

 

 

    １０月 

 

    １２月 

 

平成 元年 

     ３月 

消防署庁舎 

街角消火器 

消防署車両 

 

救急車両 

街角消火器 

 

消防署庁舎 

 

消防署車両 

   〃 

街角消火器 

 

消防署車両 

職員の増員 

消防長就任 

街角消火器 

消防団庁舎 

消防団車両 

 

消防本部機構改革 

消防団車両 

 

幼年消防クラブ 

街角消火器 

消防団車両 

 

消防署車両 

 

救急車両 

 

職員の増員 

消防団長就任 

消防団車両 

 

 

消防団車両 

 

職員の増員 

街角消火器 

消防署車両 

 

消防署車両 

救急車両 

 

消防署車両 

消防署北分署庁舎を大字斉条１１３２番地の１に建設し、業務を開始 

街角消火器（粉末１０型）を密集地区域内に１００本増設 

水槽付消防ポンプ自動車（水－ⅠＢ型）を購入し、消防署北分署に配備 

   

救急自動車（２Ｂ型）を購入し、消防署本署に配備 

街角消火器（粉末１０型）を密集地区域内に１００本増設 

 

 消防庁舎（消防本部・消防署本署）を大字長野４３８９番地の１に新設・移転し業務

を開始 

査察車（ホンダ軽自動車）を行田市防火安全協会から寄贈され、消防本部に配備 

ボート積載車（クレーン付）を購入し、消防署北分署に配備 

街角消火器（粉末１０型）を密集地区域内に３０本増設 

 

消防ポンプ自動車（ＣＤ－Ⅰ型）を購入し、消防署本署に配備 

消防職員８０名 

第６代消防長に栗原久治氏 

街角消火器（粉末１０型）を市街地及び密集地に１５本増設 

東部第１１分団庁舎を大字真名板１１９０番地の１に新築・移転 

消防ポンプ自動車（ＣＤ－Ⅰ型）を購入し、東部第１１分団（真名板地区）に配備 

 

消防本部に課制を敷き、総務課及び予防課の２課 

小型動力ポンプ付積載車（ニッサン・アトラスＬ－ＢＦ２２改）を購入し、団本部第２

警備隊（中央地区）に配備 

太井保育園及び太田保育園に幼年消防クラブが発足 

街角消火器（粉末１０型）を市街地及び密集地に５本増設 

消防ポンプ自動車（いすゞＰ－ＮＫＲ５８ＥＮ改）を購入し、機動第２分団（若小玉地

区）に配備 

指令１号車（トヨタ・マークⅡ）を購入し、消防本部に配備 

 

救急自動車（ニッサン・キャラバンＦＨＧ２４型２Ｂ）を日本損害保険協会から寄贈さ

れ、消防署北分署に配備 

消防職員８１名 

第５代消防団長に牧野弥蔵氏 

小型動力ポンプ付積載車（ニッサン・アトラスＬ－ＢＦ２２改）を購入し、団本部第１

警備隊（忍地区）に配備 

 

消防ポンプ自動車（いすゞ－ＮＫＲ５８Ｅ２Ｎ改）を購入し、西部第４分団（星宮地区）

に配備 

消防職員８２名 

街角消火器（粉末１０型）を密集地区域内に５本増設 

消防ポンプ自動車（いすゞ－ＮＫＲ５８Ｅ２Ｎ）を購入し、消防署西分署に配備 

指令２号車（トヨタ・マークⅡ）を購入し、消防本部に配備 

救急自動車（トヨタ・ハイエース２Ｂ型）を埼玉トヨタ㈱から寄贈され、消防署本署に

配備 

 

救助工作車Ⅱ型を購入し、消防署本署に配備 
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    １２月 

平成 ２年 

     ２月 

     ３月 

 

     ４月 

 

    １１月 

平成 ３年 

     ３月 

 

 

     ４月 

     ９月 

 

    １１月 

平成 ４年 

     ３月 

 

 

    １１月 

平成 ５年 

     １月 

     ４月 

 

     ８月 

    １０月 

    １１月 

平成 ６年 

     １月 

     ３月 

     ４月 

 

     ６月 

 

     ８月 

 

    １０月 

    １１月 

    １２月 

平成 ７年 

     １月 

     ２月 

 

街角消火器 

職員の異動 

消防署車両 

 

救急車両 

消防団車両 

街角消火器 

消防長就任 

職員の増員 

式典 

 

消防署車両 

消防団車両 

街角消火器 

消防庁舎移転 

消防署車両 

職員の異動 

消防団車両 

 

消防署車両 

消防団車両 

 

   〃 

 

消防署車両 

消防長就任 

消防団長就任 

一日消防士体験 

消防団車両 

消防署車両 

 

消防音楽隊 

自衛消防庁舎 

職員の増員 

協力団体 

消防団車両 

 

一日消防士体験 

消防署車両 

消防団車両 

消防署車両 

救急車両 

 

職員派遣 

訓練 

 

街角消火器（粉末１０型）を密集地区域内に８本増設 

消防職員８１名 

化学消防自動車Ⅰ型を購入し、消防署本署に配備 

 

救急自動車（２Ｂ型）を購入し、消防署西分署に配備 

消防ポンプ自動車（ＣＤ－Ⅰ型）を購入し、機動第１分団（長野地区）に配備 

街角消火器（粉末１０型）を密集地区域内に７本増設 

第７代消防長に小山実也氏 

消防職員８３名 

消防本部発足４０周年記念式典を実施 

 

水槽付消防ポンプ自動車（水－１Ｂ）を購入し、消防署西分署に配備 

消防ポンプ自動車（ＣＤ－Ⅰ型）を購入し、南部第６分団（下忍地区）に配備 

街角消火器（粉末１０型）を密集地区域内に５本増設し、設置総数８１５本 

消防署西分署庁舎を大字持田８７６番地の１に移転・新築し業務を開始 

査察２号車及び広報１号車を購入し、消防本部に配備 

消防職員８２名 

消防ポンプ自動車（ＣＤ－Ⅰ型）を購入し、北部第１０分団（北河原地区）に配備 

 

消防ポンプ自動車（ＣＤ－Ⅰ型）を購入し、消防署南分署に配備 

小型動力ポンプ付積載車（トヨタ・トヨエースＴ－ＹＹ６１改）を北部警備隊（斎条地

区）に配備 

消防ポンプ自動車（ＣＤ－Ⅰ型）を購入し、中央第３分団（忍地区）に配備 

 

消防ポンプ自動車（ＣＤ－Ⅰ型）を購入し、消防署西分署に配備 

第８代消防長に柿沼安治氏 

第６代消防団長に大河原文雄氏 

 小学校高学年の児童を対象に夏休み体験学習として「一日消防士」を実施 

消防ポンプ自動車（ＣＤ－Ⅰ型）を購入し、中央第２分団（佐間地区）に配備 

水槽付消防ポンプ自動車（水－１Ｂ）を購入し、消防署北分署に配備 

 

「消防職・団員音楽隊」を結成 

荒木自衛消防団庁舎を大字荒木３５７４番地の１に移転、新築 

消防職員８４名 

行田市危険物安全協会を行田市防火安全協会に改組 

小型動力ポンプ付積載車（トヨタ・トヨエース）２台を購入し、それぞれ西部警備隊

（持田地区）及び南部警備隊（埼玉地区）に配備 

第２回「一日消防士」を実施 

ボート積載車（三菱・キャンター）クレーン付を購入し、消防署本署に配備 

消防ポンプ自動車（ＣＤ－Ⅰ型）を購入し、南部第７分団（野地区）に配備 

水槽付消防ポンプ自動車（水－１Ｂ）を購入し、消防署南分署に配備 

高規格救急自動車（トヨタ・ハイメディック）を購入し、消防署本署に配備 

 

阪神・淡路大震災が発生し、消防職員を被災地へ応援のため派遣、３名 

職員非常招集訓練を実施し、災害発生直後の初動及び応急活動の体制確立を目

指す 
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     ３月 

 

 

 

     ４月 

 

     ６月 

     ７月 

     ８月 

    １０月 

    １１月 

 

 

    １２月 

平成 ８年 

     １月 

     ２月 

 

 

     ４月 

 

     ５月 

 

 

     ８月 

     ９月 

    １０月 

 

 

    １１月 

 

 

 

    １２月 

 

平成 ９年 

     １月 

 

     ２月 

 

 

     ３月 

     ４月 

     ８月 

     ９月 

 

パンフレット 

アンケート調査 

 

防災啓発ＰＲ 

職員の増員 

夜間巡視 

職員定数改正 

職員の異動 

一日消防士体験 

普通救命講習 

式典 

消防署資機材 

消防団車両 

消防署車両 

 

消防署車両 

訓練 

 

消防署車両 

消防団長就任 

職員の増員 

消防旗 

彩の国レスキュー 

 

一日消防士体験 

施設紹介スライド 

消防委員会 

屋内消火栓操法 

大会 

消防署車両 

 

消防団車両 

 

   〃 

消防署車両 

 

救急車両 

訓練 

職員派遣 

 

 

幼年消防クラブ 

職員の増員 

一日消防士体験 

訓練 

 

保存版パンフレット「わが家の地震対策」を作成し、市内の全世帯に配布 

熊谷地方気象台で震度４を観測したため、即日「地震に対するアンケート」を実施

し、市民の意識調査を実施 

市内３０ヶ所の消防井戸と公共施設２０ヶ所に「防災啓発プレート」を設置 

消防職員８５名 

毎週火曜日を「火災予防ＰＲデー」として夜間の警鐘巡視を開始 

消防職員、条例定数１０２名 

消防職員８４名 

第３回「一日消防士」を実施 

応急手当の普及及び啓発のため、普通救命講習会を開始 

消防本部発足４５周年記念式典を実施 

サリンなどの化学物質災害時に対応する「化学防護服」を購入 

消防ポンプ自動車（ＣＤ－Ⅰ型）を購入し、北部第９分団（須加地区）に配備 

指令車（トヨタ・クラウン）を行田市から移管され、消防本部に配備した。 

 

事務連絡車（スバル・ヴィヴィオ）を川島幸子さんから寄贈され、消防本部に配備 

地震災害を想定した非常招集訓練を実施、この訓練は消防職員を始め、消防団

員、水防員及び自衛消防団員が参加し総勢４００名余 

梯子付消防ポンプ自動車（３５ｍ級）を購入し、消防署本署に配備 

第７代消防団長に大須賀伊司郎氏 

消防職員９１名 

消防本部旗を西田芳郎氏から寄贈 

埼玉県独自の広域災害活動隊である「彩の国レスキュー隊」が発足し、消防、救助

及び救急部隊として登録 

第４回「一日消防士」を実施 

来庁者に向けた施設紹介スライド「消防署へようこそ・・」を製作 

行田市消防職員委員会が発足 

行田市内事業所対抗屋内消火栓操法大会の開催が第１０回となり、さらに実践に

即した方法として放水を実施 

輸送用車両として中型バス（３７人乗り）を行田市から移管され、消防署北分署に

配備 

消防ポンプ自動車（ＣＤ－Ⅰ型）２台を購入し、中央第１分団及び西部第５分団に

配備 

小型動力ポンプ付積載車を購入し、東部警備隊に配備 

消防ポンプ自動車（ＣＤ－Ⅰ型）を購入し、消防署本署に配備 

 

救急自動車（２Ｂ型）を購入し、消防署北分署に配備 

地震災害を想定した非常招集訓練を実施し、消防職・団員２１１名の参加 

日本海におけるロシア船籍タンカー「ナホトカ号」重油流出事故に際し、行田市防

火安全協会及び埼玉県トラック協会行田支部の協力を得て、被災地（石川県松任

市）に重油回収用ドラム缶１１２本を贈り、回収の支援に職員を派遣 

春季火災予防運等として、幼年消防クラブによる該当キャンペーンを実施 

消防職員９４名 

第５回「一日消防士」を実施 

第１８回七都県市合同防災訓練（埼玉会場）を行田都市計画事業長野土地区画整

理事業地内において実施 
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    １０月 

 

 

    １２月 

   

平成１０年 

     ４月 

 

 

     ６月 

 

     ８月 

    １０月 

 

 

    １１月 

 

平成１１年 

     ３月 

     ４月 

 

 

     ８月 

 

    １０月 

    １１月 

平成１２年 

     ２月 

     ６月 

 

     ８月 

    １１月 

 

    １２月 

平成１３年 

     ４月 

 

     ８月 

     ９月 

 

 

    １２月 

 

平成１４年 

     ８月 

    １１月 

消防団車両 

消防署車両 

   〃 

レディース隊 

 

 

職員の増員 

職員派遣 

消防団庁舎 

消防署車両 

 

一日消防士体験 

職員の異動 

レディース隊 

 

消防音楽隊 

救急車両 

 

消防施設 

消防長就任 

職員派遣 

職員の異動 

一日消防士体験 

 

消防署車両 

レディース隊 

 

救急車両 

消防団車両 

 

一日消防士体験 

式典 

消防署車両 

レディース隊 

 

消防長就任 

消防団長就任 

一日消防士体験 

消防団車両 

 

消防署車両 

   〃 

レディース隊 

 

一日消防士体験 

消防署車両 

消防ポンプ自動車（ＣＤ－Ⅰ型）を購入し、北部第８分団（荒木地区）に配備 

指令車（ニッサン・セドリック）を行田市から移管され、消防本部に配備 

査察１号車を購入し、消防本部に配備 

女性消防ボランティア組織として、「浮き城のまち行田・消防ボランティアレディー

ス隊」が発足 

 

女性消防吏員を２名採用し、９５名 

埼玉県防災航空隊に職員を１名派遣 

団本部指揮班・中央第３分団庁舎を本丸１番１号に新築 

自治体消防50周年記念にあたり、事務連絡車（スバル・サンバー）を行田市 

防火安全協会から寄贈され、消防本部に配備 

第６回「一日消防士」を実施 

消防職員９４名 

「浮き城のまち、消防ボランティアレディース隊の集い」として、全隊員対象の研修

会を開催 

埼玉県下消防音楽隊演奏会を行田産業文化会館ホールで実施 

救急自動車（２Ｂ型）を購入し、消防署南分署に配備 

 

消防緊急通信指令施設を更新 

第９代消防長に大矢弘氏 

埼玉県環境生活部消防防災課に職員を１名派遣 

消防職員９２名 

市制施行５０周年記念行事の一環として、市環境衛生課と合同で“環境と安全”を

テーマに「環境フェスティバル＆一日消防士」を実施 

消防ポンプ自動車（ＣＤ－Ⅰ型）を購入し、消防署西分署に配備 

「第２回浮き城のまち行田・消防ボランティアレディース隊の集い」を実施 

 

高規格救急自動車（トヨタ・ハイメディック）を購入し、消防署西分署に配備 

消防ポンプ自動車（ＣＤ－Ⅰ型）２台を購入し、機動第２分団（太田地区）及び東部

第１１分団（真名板地区）に配備 

消防本部発足５０周年記念行事の一環として、第８回「一日消防士」を実施 

消防本部発足５０周年記念式典を実施 

指令１号車（マツダ・カペラワゴン）を購入し、消防本部に配備 

「第３回浮き城のまち行田・消防ボランティアレディース隊の集い」を実施 

 

第１０代消防長に吉岡敏明氏 

第８代消防団長に田代昌克氏 

第９回「一日消防士」を実施 

小型動力ポンプ付積載車２台を購入し、団本部第１警備隊（忍地区）及び団本部第

２警備隊（中央地区）に配備 

事務連絡車（トヨタ・カローラフィルダー）を購入し、消防本部に配置 

消防ポンプ自動車（ＣＤ－Ⅰ型）を購入し、消防署南分署に配備 

「第４回浮き城のまち行田・消防ボランティアレディース隊の集い」を実施 

 

第１０回「一日消防士」を実施 

消防ポンプ自動車（ＣＤ－Ⅰ型）を購入し、消防署北分署に配備 
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    １２月 

平成１５年 

     ２月 

     ３月 

     ８月 

     ９月 

平成１６年 

     ２月 

     ８月 

    １１月 

 

平成１７年 

     ３月 

     ４月 

     ８月 

     ９月 

    １１月 

平成１８年 

     １月 

 

     ２月 

     ４月 

 

 

     ８月 

    １０月 

平成１９年 

     ２月 

 

 

 

     ３月 

 

 

     ４月 

 

     ８月 

    １１月 

 

平成２０年 

     １月 

 

     ２月 

     ３月 

 

     ８月 

消防団車両 

 

レディース隊 

消防署車両 

一日消防士体験 

消防署車両 

 

レディース隊 

一日消防士体験 

式典 

 

 

消防署車両 

職員派遣 

一日消防士体験 

消防団車両 

   〃 

 

消防団の編成 

 

救急車両 

消防長就任 

消防署車両 

 

一日消防士体験 

消防長就任 

 

消防署車両 

救急車両 

消防団車両 

   〃 

消防長就任 

消防署車両 

街角消火器 

消防団長就任 

職員の異動 

一日消防士体験 

合同訓練 

  〃 

 

消防団車両 

 

消防団車両 

消防署車両 

消防団庁舎 

一日消防士体験 

消防ポンプ自動車（ＣＤ－Ⅰ型）を購入し、西部第４分団（星宮地区）に配備 

 

「第５回浮き城のまち行田・消防ボランティアレディース隊の集い」を実施 

査察２号車及び広報１号車を購入し、消防本部に配備 

第１１回｢一日消防士｣を実施 

水難救助艇２艇及びボート積載車(日野デュトロ)を購入し、消防署本署に配備 

 

「浮き城のまち行田･消防ボランティアレディース隊防災体験学習」を実施 

第１２回｢一日消防士｣を実施 

市制施行５５周年記念行事の一環として「消防フェアー」を実施し、消防職・団員音

楽隊発足１０周年記念演奏会を開催  

 

救助工作車Ⅱ型を購入し、消防署本署に配備 

埼玉県防災航空隊に職員を１名派遣 

第１３回｢一日消防士｣を実施 

指揮広報車を購入し、団本部指揮班に配備 

消防ポンプ自動車（ＣＤ－Ⅰ型）を購入し、機動第１分団（長野地区）に配備 

 

南河原村が行田市に合併し、この区域の消防団を北部第１２分団と命名し、団員

定数を２６０名、水防員１６０名 

高規格救急自動車（トヨタ・ハイメディック）を購入し、消防署本署に配備 

第１１代消防長に工藤正司氏 

行田市防火安全協会創立５０周年記念にあたり、事務連絡車（スズキ・スイフト）を

行田市防火安全協会から寄贈され、消防本部に配備 

第１４回｢一日消防士｣を実施 

第１２代消防長に今村宗雄氏 

 

消防ポンプ自動車（ＣＤ－Ⅰ型）を購入し、消防署本署に配備 

高規格救急自動車（トヨタ・ハイメディック）を購入し、消防署北分署に配備 

消防ポンプ自動車（ＣＤ－Ⅰ型）を購入し、南部第６分団（下忍地区）に配備 

消防ポンプ自動車（ＣＤ－Ⅰ型）を購入し、南部第７分団（野地区）に配備 

第１３代消防長に大山隆氏 

水槽付消防ポンプ自動車（水－１Ｂ）を購入し、消防署西分署に配備 

街角消火器（粉末１０型）を南河原地区に増設し、設置総数１０２３本 

第９代消防団長に若山武氏 

消防職員９４名 

第１５回｢一日消防士｣を実施 

ドクターヘリ合同訓練を実施 

埼玉県防災航空隊と合同で夜間離発着訓練を実施 

 

小型動力ポンプ付積載車（ニッサン・アトラス改）を購入し、北部警備隊（斎条地区）

に配備 

消防ポンプ自動車（ＣＤ－Ⅰ型）を購入し、北部第１０分団（北河原地区）に配備 

化学消防自動車Ⅱ型を購入し、消防署本署に配備 

北部第９分団庁舎を須加４６２１番地に新築 

第１６回｢一日消防士｣を実施 
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    １１月 

     

    １２月 

平成２１年 

     ３月 

     ４月 

     ９月 

    １１月 

 

 

    １２月 

 

平成２２年 

     ３月 

 

 

 

     ４月 

     ８月 

平成２３年 

     ２月 

      

     ３月 

 

 

 

 

 

 

 

     ４月 

 

 

８月 

１０月 

 

 

１２月 

平成２４年 

２月 

 

３月 

４月 

 

 

 

消防団車両 

合同訓練 

  〃 

 

消防署車両 

消防長就任 

消防団車両 

救急車両 

合同訓練 

 

消防署車両 

 

 

消防団車両 

 

消防署車両 

消防団庁舎 

職員の異動 

一日消防士体験 

 

救急車両 

消防団庁舎 

消防団車両 

   〃 

 

自衛消防庁舎 

職員派遣 

 

 

 

消防長就任 

消防団長就任 

職員の異動 

一日消防士体験 

熊谷市・行田市 

消防通信指令事務 

協議会発足 

合同訓練 

 

訓練 

消防団車両 

消防団庁舎 

消防長就任 

職員の異動 

職員派遣 

 

消防ポンプ自動車（ＣＤ－Ⅰ型）を購入し、中央３分団（忍地区）に配備 

埼玉県防災航空隊と合同で夜間離発着訓練を実施 

            〃 

 

水槽付消防ポンプ自動車（水－ⅠＢ）を購入し、消防署北分署に配備 

第１４代消防長に江森保氏 

消防ポンプ自動車（ＣＤ－Ⅰ型）を購入し、中央２分団（佐間地区）に配備 

高規格救急自動車（トヨタ・ハイメディック）を購入し、消防署南分署に配備 

早朝夜間の離着陸訓練を埼玉県防災航空隊・埼玉県央広域消防本部・加須地区消

防組合本部・羽生市消防本部と合同で実施 

事務連絡車としてハイブリットシステム付自動車（トヨタ・プリウス）を購入し、消防

署本署に配備 

 

救助資機材搭載型車両（ニッサン・アトラス改）が総務省消防庁より貸与され、西部

警備隊（持田地区）に配備 

大型水槽付消防ポンプ自動車を購入し、消防署本署に配備 

北部第８分団庁舎を荒木２０９２番地に新築 

消防職員１００名 

第１７回｢一日消防士｣を実施 

 

高規格救急自動車（トヨタ・ハイメディック）を購入し、消防署西分署に配備 

南部警備隊庁舎を埼玉３３４番地４に移転、新築 

消防ポンプ自動車（ＣＤ－Ⅰ型）を購入し、北部第９分団（須加地区）に配備 

小型動力ポンプ付積載車（ニッサン・アトラス改）を購入し、南部警備隊（埼玉地区）

に配備 

渡柳・利田自衛消防団庁舎を渡柳４４４番地３に移転、新築 

東日本大震災が発生し、消防職員を被災地へ緊急消防援助隊として派遣、９期１８

名 

宮城県石巻市に対し、行田市職員及び市民の災害復興活動支援ボランティアを募

り、消防職員が４回２２名参加 

第１５代消防長に宮﨑薫氏 

第１０代消防団長に山岸敏秀氏 

消防職員９６名 

第１８回｢一日消防士｣を実施 

熊谷市との消防通信指令業務共同運用に伴い、協議会発足 

熊谷市消防本部内共同指令センターに職員６名を派遣し、共同業務を開始 

 

埼玉県防災航空隊と合同で夜間離発着訓練を実施 

 

平成２３年度高圧ガス防災訓練を、総合運動公園駐車場で実施 

消防ポンプ自動車（ＣＤ－Ⅰ型）を購入し、北部第１２分団（南河原地区）に配備 

北部警備隊庁舎を斎条３１７２番地に移転、新築 

第１６代消防長に杉山晴彦氏 

消防職員９９名 

（財）日本消防協会に職員を１名派遣 

埼玉県防災航空隊に職員を１名派遣 
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８月 

１１月 

 

 

１２月 

平成２５年 

３月 

     ４月 

 

８月 

９月 

１２月 

平成２６年 

２月 

      

 

３月 

 

     

 ４月 

 ６月        

８月 

１２月 

平成２７年 

２月 

３月  

４月 

 

８月 

平成２８年 

２月 

４月 

 

 

 

 

５月 

 

８月 

平成２９年 

２月 

３月 

４月 

８月 

９月 

１１月 

一日消防士体験 

消防団車両 

 

 

合同訓練 

 

消防団車両 

職員の異動 

団員定数の改正 

一日消防士体験 

消防施設 

合同訓練 

 

消防署車両 

消防表彰受賞 

 

消防署車両 

消防施設 

消防団庁舎 

職員の異動 

消防署車両 

一日消防士体験 

消防庁舎及び車両 

 

消防庁舎 

消防署車両 

消防団長就任 

職員の異動 

一日消防士体験 

 

消防署車両 

職員の異動 

職員派遣 

消防団組織 

 

 

消防署車両 

 

一日消防士体験 

 

消防車車両 

ＡＥＤ設置 

職員の異動 

一日消防士体験 

消防署車両 

   〃 

第１９回｢一日消防士｣を実施 

消防ポンプ自動車（ＣＤ－Ⅰ型）２台を購入し、中央第１分団（行田地区）及び西部

第５分団(押上町地区)に配備 

小型動力ポンプ付積載車を購入し、東部警備隊（下須戸地区）に配備 

埼玉県防災航空隊と合同で夜間離発着訓練を実施 

 

消防ポンプ自動車（ＣＤ－Ⅰ型）を購入し、北部第８分団（荒木地区）に配備 

消防職員１００名 

女性消防団員１０名を団本部指揮班に配属し、消防団員の定数を２７０名に改正 

第２０回｢一日消防士｣を実施 

消防本部庁舎敷地内に危険物自家給油取扱所を設置 

埼玉県防災航空隊と合同で夜間離発着訓練を実施 

 

水槽付消防ポンプ自動車（水－ⅠＢ）を購入し、消防署南分署に配備 

消防力の充実強化について優秀と認められ、総務省消防庁長官から「消防団等地

域活動表彰」を受賞 

査察１号車を購入し、消防署本署に配備 

消防本部敷地内に車庫兼総合訓練棟を新築 

西部警備隊庁舎を城西４丁目３番２号に新築 

消防職員９９名 

事務連絡車（ダイハツ・ハイゼット）を購入し、消防本部に配備 

第２１回｢一日消防士｣を実施 

消防力適正配置調査を実施 

 

南分署耐震補強工事 

災害対応特殊消防ポンプ自動車（ＣＤ－Ⅰ型）を購入し、消防署西分署に配備 

第１１代消防団長に高野英男氏 

消防職員１０３名（再任用職員１名を含む） 

第２２回｢一日消防士｣を実施 

 

屈折はしご付消防自動車を購入し、消防署本署に配備 

消防職員１０２名（再任用職員１名を含む） 

（公財）日本消防協会に職員を１名派遣 

消防団組織再編に伴い、副分団長階級の創設、団本部第１警備隊と第２警備隊を

統合し中央警備隊に改称、６方面隊運用から５方面隊へ整理統合、水防員を廃止

し水防活動に特化した機能別消防団員任用 

行田市防火安全協会創立６０周年記念にあたり、事務連絡車（ホンダ・ステップワ

ゴン）を行田市防火安全協会から寄贈され、消防本部に配備 

第２３回「一日消防士」を実施 

 

災害対応特殊救急自動車（トヨタ・ハイメディック）を購入し、本署に配備 

市内コンビニエンスストアにＡＥＤを設置 

消防職員１０３名（再任用職員２名を含む） 

第２４回「一日消防士」を実施 

査察２号車（ニッサン・NV200）を購入し、本署に配備 

指揮車（トヨタ・ハイエース）を購入し、本署に配備 
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平成３０年 

２月 

 

４月 

 

８月 

平成３１年 

３月 

 

 

 

 

４月 

 

 

 

５月 

８月 

令和２年 

３月 

４月 

令和３年 

２月  

３月 

 

４月 

 

 

 

令和４年 

３月 

４月 

 

１０月 

 

令和５年 

３月 

４月 

 

消防署車両 

   〃 

職員派遣 

職員異動 

一日消防士体験 

 

消防団車両 

 

熊谷市・行田市 

消防通信指令事務 

協議会 

消防長就任 

職員異動 

消防団長就任 

消防団組織 

 

一日消防士体験 

 

消防署車両 

職員異動 

 

消防団車両 

 

消防署車両 

消防長就任 

職員異動 

消防団長就任 

職員派遣 

 

消防署車両 

職員異動 

職員派遣 

一日消防士体験 

職員異動 

 

消防団車両 

消防長就任 

職員異動 

 

消防団長就任 

 

 

 

 

 

消防ポンプ自動車（ＣＤ－Ⅰ型）を購入し、南分署に配備 

高規格救急自動車（トヨタ・ハイメディック）を購入し、北分署に配備 

埼玉県消防学校救急救命士養成課程に職員を１名派遣 

消防職員１０３名（再任用職員３名を含む） 

第２５回「一日消防士」を実施 

 

消防ポンプ自動車（ＣＤ－Ⅰ型）２台を購入し、機動第２分団（藤原町地内）及び東

部１１分団（真名板地区）に配備 

熊谷市・行田市消防指令センター高機能消防指令システム機器更新 

 

 

第１７代消防長に須永和宏氏 

消防職員１０３名（再任用職員２名を含む） 

第１２代消防団長に岩田善道氏 

消防団組織再編成を行い甲斐姫分団新設 

元号が「令和」に改められる 

第２６回「一日消防士」を実施 

 

消防ポンプ自動車（ＣＤ－Ⅰ型）を購入し、北分署に配備 

消防職員１０５名（再任用職員４名を含む） 

 

消防ポンプ自動車（ＣＤ－Ⅰ型）を購入し、西部第４分団（星宮地区）に配備 

小型動力ポンプ付積載車を購入し、中央警備隊（行田地区）に配備 

高規格救急自動車（トヨタ・ハイメディック）を購入し、南分署に配備 

第１８代消防長に木村昌明氏 

消防職員１０６名（再任用職員４名を含む） 

第１３代消防団長に戸ケ﨑武氏 

埼玉県防災航空隊に職員を１名派遣 

 

高規格救急自動車（トヨタ・ハイメディック）を購入し、西分署に配備 

消防職員１０２名（再任用職員３名を含む） 

公益財団法人日本消防協会 に職員を１名派遣 

「消防フェア」を実施 

「行田市消防署再編計画」に基づき南分署を試行的閉鎖、職員再配置 

 

消防ポンプ自動車（ＣＤ－Ⅰ型）を購入し、機動第１分団（長野地区）に配備 

第１９代消防長に吉澤宏氏 

南分署整理統合による出動体制強化、新体制（１本部１署２分署）の運用開始 

職員１０７名（再任用職員５名を含む） 

第１４代消防団長に神田利治氏 
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